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１ 研究主題

知識・技能の確かな定着と生活に活かせる実践力の向上

～「家庭で生かす」「次に生かす」授業づくりを通して～

２ はじめに

２０１７年に改訂された家庭科学習指導要領では、一人ひとりの児童生徒が、

持続可能な社会の創り手となることも目標の一つとしている。本研究会では、家

庭科の授業で、児童に基礎的な知識・技能を習得させた上で、家庭生活をよりよ

くしようとする実践力を育むことを課題にしている。そこで、「選ぶ」「使う」と

いった「消費者」としての知識や行動に関する学びから SDGs を意識して実践に
つなげていくことをめざし、実践・研究を行った。

３ 研究経過

研究テーマに沿って、各部員の勤務校において実践・研究を進めた。

４ 研究の概要

「持続可能なくらしへ 物やお金の使い方」の単元では、自分の目的に合った

選び方や買い方ができるだけでなく、環境などにも配慮した買い物のしかた を

考えることができることをめあてとして授業を行った。

【実際の授業の流れ】 【商品の表示とマーク】

５ 今後の課題

児童の振り返りでは、学習を今後の生活に生かして、よく表示を見て物を選び、

環境や資源に配慮した生活を工夫したいというものが多く見られた。家庭科の授

業を通して、持続可能な社会の創り手となることをめざす SDGs の視点も意識し
ながら、児童に家庭生活をよりよくしようとする実践力を育むことを課題として

いく。


